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第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会 

第８回競技運営専門委員会 結果概要  

 

１ 日 時 

  令和３年５月２８日（金） １３：３０～１４：３０ 

 

２ 場 所 

  クロスタワー ア・ベイ ５階 ブリリアンテラス 

 

３ 出欠状況 

  出席者 １２名 

  欠席者  ３名 

  

４ 議事概要 

（１）委員の変更 

   ３名の委員変更について報告 

 

（２）報告事項 

① 第８０回国民スポーツ大会準備経過 

   ② 第８０回国民スポーツ大会青森県準備委員会決定事項 

   ③ 第８０回国民スポーツ大会会場地市町村選定状況 

   ④ 第８０回国民スポーツ大会開催内定等について 

   ⑤ 第８０回国民スポーツ大会競技役員等の養成について 

   ⑥ 第８０回国民スポーツ大会競技別リハーサル大会（第一次案） 

   ⑦ 第８０回国民スポーツ大会練習会場（第一次案） 

① ～⑦を事務局から報告。 

 

【質疑】（報告事項） 

（委員長） 

ネーミングライツにより会場名が変更されているが、今後も変更があると 

考えてよいか。また、（仮称）青森市アリーナの会場名称は、竣工していない 

ため仮称としていることでよいか。 

（事務局） 

そのとおりである。 

（委員長） 

第８０回国民スポーツ大会が完全国スポであるとの説明があったが、スキ 

ーのジャンプ等は県外で行うこととしており、完全国スポと言えるのか。完 

全国スポの定義はあるか。  
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（事務局） 

本大会、冬季大会ともに中心となる開催地が青森県であれば、一部の競技、 

種目を県外で開催したとしても完全国スポとなることを日本スポーツ協会 

に確認している。 

   （委員長） 

要資格運営員の養成について、特に遅れている競技団体はあるか。 

   （事務局） 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症の状況により、計画通りの養成がで 

きなかったため、年度末に養成計画の見直しを各競技団体に依頼し、養成数 

が第８０回国民スポーツ大会に間に合う計画に変更したところである。 

 

（３）審議事項 

   ①第８０回国民スポーツ大会自衛隊協力要請基本方針（案） 

    事務局から説明。原案どおり可決。 

 

②第８０回国民スポーツ大会デモンストレーションスポーツ開催競技及び競 

技会場の変更（案） 

    事務局から説明。原案どおり可決。 

 

【質疑】（審議事項） 

（委員長） 

自衛隊への協力要請については、先催県でも行っているのか。また、要請 

先はどこか。 

（事務局） 

自衛隊への協力要請は先催県でも行っており、本県は、ボート、セーリン 

グ、トライアスロン、カヌー、柔剣道、スキー、県外開催の馬術競技を想定 

している。 

協力要請先としては、ボート、セーリングは、海上自衛隊大湊地方隊、

トライアスロン、カヌー、柔剣道、スキーについては、陸上自衛隊第９師

団を予定している。馬術については、山梨県防災局危機管理課を通して今

後、紹介いただく予定としている。 

また、総合開会式での展示飛行を航空自衛隊第４航空団第１１飛行隊ブ

ルーインパルスに要請する予定としている。 

（委員長） 

デモンストレーションスポーツについて、募集を停止したが、今後は実施 

競技数が減ることはあっても増えることはないということでよいか。 

（事務局）そのとおり。 

（委員長）今後、競技会場が変わることはあるのか。 
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   （事務局）あり得る。 

 

    【質疑】（その他） 

（安田委員） 

事務局から配布された第８０回国民スポーツ大会の横断幕について、大会 

の際にバックスタンドに掲示しているが小さくて見えない。もっと大きい横 

断幕を検討いただきたい。 

（事務局） 

今すぐ大きな横断幕を準備することは難しいが検討してみたい。今の横断 

幕については、選手の入場口などの見えるところに設置するなど工夫してほ 

しい。 

   （委員長） 

競技運営専門委員会の審議事項に開・閉会式に関することは含まれる 

か。 

   （事務局） 

開・閉会式に関することは、式典専門委員会の委任事項であるため、競 

技運営専門委員会の審議事項には含まれない。 

（委員長） 

閉会式は、他県でも試合の終わった選手に残ってもらい参加させることも 

あるので、可能であれば閉会式の規模縮小など、青森県が改革するつもりで 

検討いただきたい。 

（事務局） 

閉会式は皇族が御列席するため、さまざまな制約等があると考えられるが 

可能な限り検討していきたい。 

 

 

以 上 

 

      

          

                                                      


